
⑦ FI付与と Fターム付与

(更に、審査官フリーワードの不思議)
2023.04.06

特開2022-050,000 (43)【公開日】令和4年3月30日 出願人 ： クラシエホームプロダクツ株式会社  (54)【発明の名称】シャンプー組成物

【請求項１】

下記（Ａ）～（Ｄ）を含有し、（Ａ）と（Ｂ）の質量比率が（Ａ）／（Ｂ）＝０．４～０．９、（Ｃ）と（Ｄ）の質量比率が、（Ｃ）／（Ｄ）＝３～６である シャンプー組成物 。

赤字と褐色は『技術主題』

（Ａ）アシルアミノ酸アニオン性活性剤

（Ｂ）両性活性剤

（Ｃ）カチオン化度が０．６～１．１   ｍｅｑ／ｇのカチオン化セルロース （ｃ１）及びカチオン化度が１．２～１．５   ｍｅｑ／ｇのカチオン化セルロース（ ｃ２）を含有し、

（ｃ１）と（ｃ２）の質量比率が（ｃ１）／（ｃ２）＝０．３５～０．５５で、（Ｃ）が全体質量中０．６質量％以下

（Ｄ）カチオン化ガラクトマンナン

【請求項２】

前記（Ａ）成分が、ラウロイルメチルアラニンＮａ 又はラウロイルサルコシンＴＥＡ である請求項１に記載のシャンプー組成物。

【請求項３】

前記（Ｂ）成分が、ラウラミドプロピルベタイン 又はコカミドプロピルベタイン である請求項１又は２に記載のシャンプー組成物。

【請求項４】

前記（Ｄ）成分が、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド である請求項１乃至３のいずれか１項に記載のシャンプー組成物。

ＦＩ記事

A61K8/44 ・・・・アミノカルボン酸またはその誘導体，例．硫黄を含むアミノカルボン酸；塩，エステルまたはそのＮアシル化誘導体［８］ （A61K8/40・・・窒素を含むもの［８］） ⇐ （Ａ）アシルアミノ酸アニオン性活性剤

A61Q5/02 ・毛髪洗浄剤［８］ ⇐ シャンプー組成物

A61K8/73 ・・・多糖類［８］ ⇐ （Ｃ）カチオン化セルロース

⇐ （Ｄ）カチオン化ガラクトマンナン

⇐ （Ｂ）両性活性剤の「 FI」はないので付与されていない。

Fターム記事 4C083 化粧料 ( カテゴリ  : 環境化学  )

4C083 AA032 ・・微生物による物質 付加コード

4C083 AA072 ・・動物由来物質＊

２：実施例から選択（任意成分）

4C083 AA112 ・・植物由来物質＊

4C083 AA122 ・・・植物由来のロウ，ワックス，油脂

4C083 AA162 ・・鉱物由来物質

4C083 AB332 ・・ハロゲン化合物

4C083 AC122 ・・・・グリセリン，１，３ ―ＢＧ，ＰＧ

4C083 AC182 ・・・ＰＯＡ付加体

4C083 AC302 ・・・オキシカルボン酸

4C083 AC312 ・・・環式構造を有するカルボン酸（芳香族含む）

4C083 AC372 ・・・１価アルコールの多価カルボン酸エステル

4C083 AC422 ・・・（ポリ）グリセリンエステル（ＰＯＡ体含む）

4C083 AC552 ・・・芳香族アミン（ＰＯＡ体含む）

4C083 AC582 ・・アミノ酸及びそのエステル

4C083 AC642 ・・アミド（ＰＯＡ体含む）

4C083 AC661 ・・アシルアミノ酸 ⇐ 技術主題（Ａ）

4C083 AC662 ・・アシルアミノ酸 ⇐ ２：実施例から選択

4C083 AC711 ・・ベタイン ⇐ 技術主題（Ｂ）

4C083 AC712 ・・ベタイン ⇐ ２：実施例から選択

4C083 AD092 ・・カルボン酸，そのエステル含有（共）重合体 ⇐ ２：実施例から選択（任意成分）

4C083 AD131 ・・第４級窒素含有重合体（カチオン化セルロース） ⇐ 技術主題（Ｃ）

4C083 AD132 ・・第４級窒素含有重合体（カチオン化セルロース） ⇐ ２：実施例から選択

4C083 AD202 ・・単糖類（糖アルコールはＡＣ１３へ） ⇐ ２：実施例から選択（任意成分）

※ 4C083 AD211 ・・多糖類（糖アルコールはＡＣ１３へ） ⇐ 技術主題（Ｄ）　　付与すべきもの

4C083 AD212 ・・多糖類（糖アルコールはＡＣ１３へ） ⇐ ２：実施例から選択

4C083 AD412 ・蛋白質（加水分解誘導体を含む）

⇐ ２：実施例から選択（任意成分）
4C083 AD432 ・・コラーゲン

4C083 AD452 ・・シルク（フィブロイン）

4C083 AD532 ・テルペノイド（グリチルリチン酸等）

4C083 BB07 ・・両性 ⇐ 技術主題（Ｂ）

4C083 CC38 ・・シャンプー ⇐ 技術主題

4C083 EE06 ・・感覚的な使用性 ⇐ 対応する技術的観点（きしみ感軽減）

技術主題 ・・・【請求項】に記載のもの。

対応する技術的観点 ・・・技術主題に対応する（本文全文）に記載のもの。

【００１７】

（Ａ）アシルアミノ酸アニオン性活性剤

⇐ 技術主題（Ａ） に対応する技術的観点  本発明において、アシルアミノ酸アニオン性活性剤は、洗髪時のきしみが抑えられる洗浄成分の目的で用いられ、一種または二種以上を適宜選択して組み合わせて用いることができる。

アシルアミノ酸系アニオン性活性剤としては、 タウリン型 、アラニン型 、グルタミン酸型 、サルコシン型 、アスパラギン酸型 等が挙げられる。

【００２０】

（Ｂ）両性活性剤

⇐ 技術主題（Ｂ） に対応する技術的観点



  本発明において、両面活性剤は、泡立ちを補助する洗浄成分の目的で用いられる。

⇐ 技術主題（Ｂ） に対応する技術的観点
両性活性剤としては、アルキルベタイン型界面活性剤、アルキルアミドベタイン型界面活性剤、ヒドロキシスルホベタイン型界面活性剤、アミドスルホベタイン型界面活性剤、ホスホベタイン型界面活性剤、

イミダゾリン型界面活性剤等が挙げられ、１種または２種以上を適宜組み合わせて含有することができる。

【００２１】

より好ましくは、ラウラミドプロピルベタイン、コカミドプロピルベタインとなる。

【００２４】

（Ｃ）カチオン化セルロース

⇐ 技術主題（Ｃ） に対応する技術的観点
  本発明において、カチオン化セルロースは、洗髪時のきしみ感軽減の目的で用いられる。

カチオン化セルロースの具体例としては、塩化ジアリルジメチルアンモニウム・ヒドロキシエチルセルロース 、塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース

（ポリクオタニウム－１０）が挙げられる。

【００３１】

（Ｄ）カチオン化ガラクトマンナン

⇐ 技術主題（ D）に対応する技術的観点  本発明において、カチオン化ガラクトマンナンは、すすぎ後の毛髪にやわらかさを与える目的で用いられ、一種または二種以上を適宜選択して組み合わせて用いることができる。

カチオン化ガラクトマンナンとしては、 カチオン化グアーガム 、カチオン化タラガム 、カチオン化ローカストビーンガム 、カチオン化フェヌグリークガム 等が挙げられる。

単なる技術的観点 ・・・（本文全文）に記載のもので、【請求項】に記載の『技術主題』とは 無関係のもの。

【００３５】

  本発明の毛髪洗浄剤組成物は、前記の必須成分に加えて必要に応じて本発明の効果を損なわない範囲で通常化粧料に使用されている 任意の成分 を使用することが可能である。

⇐ 任意の成分これらの成分としては、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、非イオン界面活性剤、パール光沢剤、油分、紫外線吸収剤、防腐剤、保湿剤、ポリマー類、アミノ酸誘導体、

糖誘導体、香料、水、アルコール、増粘剤、色剤、金属イオン封鎖剤、酸化防止剤、薬剤等が挙げられる。

【００３６】

  本発明の毛髪洗浄剤組成物の 剤型は任意であり、粘稠液、クリーム状、ゲル状、固状、粉末状とすることが可能であるが、

⇐ 剤型・・・任意
好ましいものとしては、３０℃にて粘度が１００～７０００ｍＰａ・ｓの粘稠液である。

  技術主題に対応する技術的観点、と 単なる技術的観点(任意の成分など)

【００３７】

  以下、実施例により本発明を具体的に説明するが、これらの実施例により本発明の技術範囲が限定されるものではない。

【００３９】

＜処方例＞                            　　　　　   　　　　  　　           （質量％）

ラウロイルメチルアラニンＮａ           　　　　　　　　                  ５．０％ ⇐ 技術主題 （Ａ）

ラウラミドプロピルベタイン                　　　    　　　　　         １０．０％ ⇐ 技術主題 （Ｂ）

ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．０ｍｅｑ／ｇ） 　　　　   ０．１％ ⇐ 技術主題 （Ｃ）

ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．３ｍｅｑ／ｇ）  　　　　  ０．２％ ⇐ 技術主題 （Ｃ）

グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド      　　　　　     ０．１％ ⇐ 技術主題 （D）

ＰＰＧ－２コカミド                                 　　　　　　　　　　    １．０％

⇐ 任意の成分
ＢＧ                                                                                        ０．５％

ヤシ油脂肪酸ＰＥＧ－７グリセリル                                              １．０％

水                                          　　　　　　　　　　　　          ８２．１％

合計（ｗ／ｗ）                               　　　　  　　　　　       １００．０％

【００４４】

（実施例１～９）（比較例１～１３）

  表１、表２に示す処方のシャンプー組成物を常法に従って作成し、前記の諸試験を実施して評価を行った。その結果を併せて表１、表２に示す。

　実施例１０〜１２の中に突然、【発明を実施するための形態】に説明のない成分（植物エキスや牛乳など）が出現。これらに「審査官フリーワード」を付与。

【００４９】 【００５０】 【００５１】

実施例１０  シャンプー                                        （質量％） 実施例１１  シャンプー                                          （質量％） 実施例１２  シャンプー                                          （質量％）

（１）ラウラミドプロピルベタイン                               １０．０ （１）コカミドプロピルベタイン                                    ９．０ （１）ラウラミドプロピルベタイン                                  ７．０

（２）ラウロイルメチルアラニンＮａ                               ５．０ （２）ラウロイルサルコシンＴＥＡ                                  ２．５ （２）ココアンホ酢酸Ｎａ                                          ２．０

（３）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．０ｍｅｑ／ｇ）       ０．１ （３）ラウロイルメチルアラニンＮａ                                ２．５ （３）ラウロイルメチルアラニンＮａ                                ５．０

（４）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．３ｍｅｑ／ｇ）       ０．２ （４）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．０ｍｅｑ／ｇ）        ０．１ （４）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．０ｍｅｑ／ｇ）        ０．１

（５）グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド               ０．１ （５）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．３ｍｅｑ／ｇ）        ０．２ （５）ポリクオタニウム‐１０（電荷密度：１．３ｍｅｑ／ｇ）        ０．２

（６）ヤシ油脂肪酸ＰＥＧ－７グリセリル                           ０．１ （６）グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド                ０．１ （６）グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド                ０．１

（７）塩化ナトリウム                                             ０．１ （７）コカミドメチルＭＥＡ                                        １．０ （７）ＰＰＧ－２コカミド                                          １．０

（８）ＰＰＧ－２コカミド                                         ０．２ （８）セテアレス－６０ミリスチルグリコール                        ０．５ （８）セテアレス－６０ミリスチルグリコール                        ０．５

（９）ポリクオタニウム－７                                        １．０ （９）塩化ナトリウム                                              ０．１ （９）ポリクオタニウム‐４９                                      ０．１

（１０）グリセリン                                                １．０ （９）ポリクオタニウム‐７                                        １．２ （１０）ポリクオタニウム－１０７                                  ０．１

（１１）カワラナデシコ種子エキス                                  ０．１ （１０）ポリクオタニウム－４９                                    ０．１ （１１）ヨーグルト液（牛乳）                                      ０．１

（１２）酒粕エキス                                                ０．１ （１１）ヤシ油脂肪酸ＰＥＧ‐７グリセリル                          １．０ （１２）海藻エキス                                                ０．１

（１３）セバシン酸ジエチル                                        ０．０１ （１２）ＰＰＧ－２コカミド                                        ２．０ （１３）紅藻エキス                                                ０．１

（１４）セテアレス－６０ミリスチルグリコール                      ０．５ （１３）トルナーレ                                                １．０ （１４）ラクトフェリン（牛乳）                                    ０．１

（１５）コメヌカエキス                                            ０．１ （１４）ヒマワリ種子油                                            ０．１ （１５）グリチルリチン酸２Ｋ                                      ０．１

（１６）コメ胚芽油                                                ０．１ （１５）サッカロミセス／ヒマワリ芽発酵エキス                      ０．１ （１６）海水                                                      ０．１

（１７）アロエベラ葉エキス                                        ０．１ （１６）ヒマワリ種子エキス                                        ０．１ （１７）水溶性コラーゲン                                          ０．１

（１８）（ジヒドロキシメチルシリルプロポキシ） （１７）ヒマワリ花エキス                                          ０．１ （１８）海シルト                                                  ０．１

                  ヒドロキシプロピル加水分解シルク                ０．１ （１８）ヒマワリ種子油脂肪酸フィトステリル                        ０．１ （１９）加水分解コラーゲン                                        ０．１

（１９）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス                      ０．１ （１９）ザクロ果皮エキス                                          ０．１ （２０）ヒアルロン酸ナトリウム                                    ０．１

（２０）アンズ核油                                                ０．１ （２０）ショウガ根茎エキス                                        ０．１ （２１）シルクエキス                                              ０．１



（２１）ローズヒップ油                                            ０．１ （２１）ヒマワリ葉/茎エキス                                       ０．１ （２２）乳糖（牛乳）                                              ０．１

（２２）コメヌカ油                                                ０．１ （２２）メントール                                                ０．３ （２３）褐藻エキス                                                ０．１

（２３）チャ花エキス                                              ０．１ （２３）アセチルグルコサミン                                      ０．０５ （２４）緑藻エキス                                                ０．１

（２４）ツバキ種子エキス                                          ０．１ （２４）クエン酸                                                  ０．４ （２５）クエン酸                                                  ０．５

（２５）ヒオウギエキス                                            ０．１ （２５）安息香酸ナトリウム                                        ０．５ （２６）メチルパラベン                                            ０．２

（２６）ムクロジエキス                                            ０．１ （２６）ＥＤＴＡ‐２Ｎａ                                          ０．１ （２７）安息香酸ナトリウム                                        ０．３

（２７）ダイズ種子エキス                                          ０．１ （２７）カラメル                                                  ０．２ （２８）ＥＤＴＡ‐２Ｎａ                                          ０．１

（２８）コムラサキ果実エキス                                      ０．１ （２８）香料                                                      ０．５ （２９）カラメル                                                  ０．２

（２９）チャ種子油                                                ０．１ （２９）精製水                                                     残余 （３０）香料                                                      ０．５

（３０）クエン酸                                                  ０．５ （３１）精製水                                                     残余

（３１）安息香酸ナトリウム                                        ０．５

（３２）ＥＤＴＡ‐２Ｎａ                                          ０．１ 【００５２】　　 省略

（３３）カラメル                                                  ０．２ 実施例１３  シャンプー 

（３４）香料                                                      ０．５

（３５）ＢＧ                                                      １．０

（３６）精製水                                                      残余

審査官フリーワード記事 審査官フリーワード記事 審査官フリーワード記事 審査官フリーワード記事 審査官フリーワード記事

4C083 Ｚナデシコ属 4C083 Ｚツバキ属 4C083 Ｚツルマメ 4C083 Ｚひまわり

【0052】実施例１３
シャンプー

に記載の植物エキス
は抽出していない。

（何故か？）

Ｚ？

4C083 Ｚセキチク 4C083 Ｚちや 4C083 Ｚムクロジ属 4C083 牛乳

4C083 Ｚイネ属 4C083 Ｚつばき 4C083 Ｚむくろじ 4C083 Ｚザクロ属

『技術主題』と無関係な成分を
「審査官フリーワード」として抽出。
（何故か？　単なる思いつき？）

4C083 Ｚいね 4C083 Ｚヒオウギ属 4C083 Ｚムラサキシキブ属 4C083 Ｚざくろ

4C083 Ｚアロエ属 4C083 Ｚヒオウギ 4C083 Ｚコムラサキ 4C083 Ｚシヨウガ属

4C083 Ｚアロエ 4C083 Ｚダイズ属 4C083 Ｚヒマワリ属 4C083 Ｚしようが

【発明を実施するための形態】に説明のない成分（植物エキスや牛乳など）を、「審査官フリーワード 」として何故、拾い集めたのか？

これらのフリーワード群は「検索論理式」の作成に使われたのか？

特開2022-050,000 （フロントページ） 特開2022-050,000 【請求項１〜４】

特開2022-050,000 （１０ページ）実施例１０ 特開2022-050,000 （１１ページ）実施例１１、１２ 特開2022-050,000 （１２ページ）実施例１２、１３





Ｆターム表 4C083「化粧料」  技術主題
記載箇所
【請求項】
（実施例）

技術的観点 記載箇所
（実施例）

4C083
化粧料 環境化学 

A61K8/00-8/99;A61Q1/00-99/00

観点 Fターム FI適用範囲

AA AA00 AA01 AA02 AA03 AA07 AA08 A61K8/00-
天然系成分と
構造，組成が
不明な成分

・構造，組成が不
明な物質＊

・天然系物質 ・・微生物による物質 ・・動物由来物質
＊

・・・動物由来のロ
ウ，ワックス，油
脂

8/99;

AA11 AA12 AA16 A61Q1/00-
・・植物由来物質
＊

・・・植物由来のロ
ウ，ワックス，油
脂

・・鉱物由来物質 99/00

AB AB00 AB01 AB03 AB05 AB06 AB08 AB10

無機系成分 ・無機酸 ・無機塩基，水酸化
物

・水 ・酸素 ・窒素化合物 ・ハロゲン化合物
（フッ素はＡＢ４７
へ）

AB11 AB13 AB15 AB17 AB19

・イオウ化合物 ・炭素化合物 ・硼素化合物 ・珪素化合物 ・金属

AB21 AB22 AB23 AB24 AB27 AB28 AB29

・金属化合物（ア
ルカリ金属，土類
金属を除く）

・・アルミ化合物 ・・鉄化合物 ・・チタン化合物 ・無機塩 ・・リン酸塩 ・・・アルカリ土類
金属リン酸塩

AB31 AB32 AB33 AB34 AB35 AB36 AB37 AB38

・・炭酸塩 ・・・アルカリ土類
金属炭酸塩

・・ハロゲン化合物 ・・・アルカリ土類
金属ハロゲン化
合物

・・硫酸塩（亜硫
酸塩含む）

・・・アルカリ土類
金属硫酸塩（亜
硫酸塩含む）

・・珪酸塩 ・・・アルカリ土類
金属珪酸塩

AB41 AB43 AB44 AB47 AB50

・過酸化物 ・珪酸塩鉱物 ・・粘土鉱物（ゼオ
ライトを含む）

・フッ素化合物 ・その他無機化合
物＊

AC AC00 AC01 AC02 AC03 AC05 AC06 AC07 AC08 AC09 AC10

元素で特徴づ
けられる有機
系成分

・炭化水素（重合
体を除く）

・・流動パラフィ
ン，スクワラン

・・環式炭化水素 ・酸素含有化合
物

・・アルコール
（フェノールは
ＡＣ４７）

・・・１価アルコー
ル（脂肪族アル
コール）

・・・・１価不飽和
アルコール

・・・・１価分岐ア
ルコール

・・・・１価低級ア
ルコール（Ｃ７以
下）

AC11 AC12 AC13 AC15 AC17 AC18

・・・多価アルコー
ル

・・・・グリセリン，
１，３―ＢＧ，ＰＧ

・・・・糖アルコール ・・・芳香族アル
コール

・・エーテル ・・・ＰＯＡ付加体

AC21 AC23 AC24 AC25 AC26 AC27 AC29 AC30

・・アルデヒト，ケ
トン（キノンは
ＡＣ４９）

・・カルボン酸（有機
酸）

・・・脂肪酸 ・・・・不飽和脂肪
酸

・・・・分岐脂肪酸 ・・・・低級脂肪酸
（Ｃ７以下）

・・・多価カルボン
酸

・・・オキシカルボ
ン酸

AC31 AC33 AC34 AC35 AC37 AC39 AC40

・・・環式構造を有
するカルボン酸
（芳香族含む）

・・エステル（油脂は
ＡＡへ）

・・・１価アルコー
ルの１価カルボン
酸エステル

・・・・脂肪酸エス
テル

・・・１価アルコー
ルの多価カルボ
ン酸エステル

・・・多価アルコー
ルの１価カルボン
酸エステル

・・・ＰＯＡ体を含
むエステル

AC42 AC43 AC44 AC46 AC47 AC48 AC49

・・・（ポリ）グリセ
リンエステル
（ＰＯＡ体含む）

・・・・ヒマシ油エステ
ル（ＰＯＡ体含む）

・・・糖アルコール
エステル（ＰＯＡ体
含む）

・・過酸 ・・フェノール類 ・・・パラベン類
（パラオキシン安
息香酸類）

・・キノン

AC51 AC52 AC53 AC54 AC55 AC56 AC58

・窒素含有化合
物

・・アミン類 ・・・脂肪族アミン
（ＰＯＡ体含む）

・・・・アルカノール
アミン

・・・芳香族アミン
（ＰＯＡ体含む）

・・・アミンオキシド ・・アミノ酸及びそ
のエステル

AC61 AC62 AC64 AC66 AC68 AC69

・・・ピロリドンカル
ボン酸

・・・α以外のアミ
ノ酸

・・アミド（ＰＯＡ体
含む）

・・アシルアミノ酸 ・・尿素（カルバミ
ン酸，アラントイン
等）

・・第４級アンモニ
ウム塩

AC71 AC73 AC74 AC76 AC77 AC78 AC79

・・ベタイン ・・ニトロ化合物 ・・グアニド（クロ
ルヘキシジン含
む）

・硫黄含有化合
物（アミノ酸，ベタ
イン除く）

・・ＳＨ基を含有す
る化合物

・・ＯＳＯ３基（サ
ルフェート）４級塩
ＡＣ６９

・・ＳＯ３基（スル
ホネート）（タウリ
ン含む）

AC81 AC83 AC84 AC85 AC86 AC88 AC89 AC90

・ハロゲン化合物
（４級塩はＡＣ６９
へ）

・複素環（アミノ酸を
除く）

・・含酸素複素環 ・・含窒素（アラン
トイン，ベタイン，
４級塩ピロリドン
を除く）

・・含硫黄複素環 ・リン含有化合物 ・・Ｐ―Ｃ結合を有
するもの

・・リン酸誘導体
（リン酸エステ
ル，アミド）

AC91 AC93 JPI

・珪素含有化合
物（ｎ〉＝２重合物
はＡＤ１５へ）

・金属含有有機化合
物（錯塩）

・日本特許情報

AD AD00 AD01 AD02 AD04 AD05 AD07 AD09

構造で特徴づ
けられる有機
系成分

・重合体 ・・炭化水素，ハ
ロゲン含有（共）
重合体

・・ポリアルキレン
オキシド（共）重
合体（付加体は
ＡＣへ）

・・・ＰＯＰ―ＰＯＥ
ブロックポリマー

・・窒素含有（共）
重合体

・・カルボン酸，そ
のエステル含有
（共）重合体

AD11 AD13 AD15 AD16 AD17 AD19 AD20

・・アルコール，そ
のエーテル含有
（共）重合体

・・第４級窒素含有重
合体（カチオン化セ
ルロース）

・・珪素含有重合
体（シリコーン）
（ｎ〉＝２の重合
体）

・・・変性シリコー
ン

・・・環状シリコー
ン

・糖類（エステル，
エーテル含む）

・・単糖類（糖アル
コールはＡＣ１３
へ）

AD21 AD22 AD24 AD25 AD26 AD27 AD28 AD30

・・多糖類（糖アル
コールはＡＣ１３
へ）

・・・蔗糖 ・・・澱粉（デキス
トリン等）

・・・シクロデキス
トリン

・・・セルロース類
（カチオン化は
ＡＤ１３へ）

・・・・カルボキシメ
チルセルロース

・・・・ヒドロキシア
ルキルセルロー
ス

・・・アルギン酸

AD31 AD32 AD33 AD34 AD35 AD37 AD39

・・・ムコ多糖類 ・・・・キチン，キト
サン

・・・・ヒアルロン酸 ・・・・コンドロイチ
ン硫酸

・・・ガム質（クイン
スシード，カラ
ギーナン等）

・・・ペクチン ・・配糖体（糖脂
質を含む）

AD41 AD42 AD43 AD44 AD45 AD47 JPI AD49

・蛋白質（加水分
解誘導体を含む）

・・カゼイン ・・コラーゲン ・・ケラチン ・・シルク（フィブロ
イン）

・酵素 ・日本特許情報 ・ステロイド（コレ
ステロール等）

AD51 AD53 AD55 AD57 AD59 AD60

・ラノリン（水添，
ＰＯＡ体含む）

・テルペノイド（グリチ
ルリチン酸等）

・トロポロン（ヒノ
キチオール等）

・リン脂質（レシチ
ン等）

・ホルモン ・核酸

AD61 AD62 AD63 AD64 AD65 AD66 AD67 AD70

・ビタミン ・・ビタミンＡ ・・ビタミンＢ ・・ビタミンＣ ・・ビタミンＤ ・・ビタミンＥ ・・ビタミンＫ ・その他有機化合
物＊

BB BB00 BB01 BB02 BB03 BB04 BB05 BB06 BB07

機能特定成分 ・界面活性剤（乳
化剤，可溶化剤，
分散剤）

・・親水性 ・・親油性 ・・非イオン性 ・・陰イオン性 ・・陽イオン性 ・・両性

BB11 BB12 BB13 BB14

・油 ・・固形，半固形
油（ペースト状）

・・液状油 ・・揮発性油

BB21 BB22 BB23 BB24 BB25 BB26

・粉体，顔料，色
素，染料（着色
料，粒子）

・・天然 ・・無機 ・・有機（合成） ・・処理加工粉末 ・・形状に特徴の
あるもの

BB31 BB32 BB33 BB34 BB35 BB36

・高分子（付与し
ない，ＡＤＯ１を付
与）

・・非イオン性高
分子

・・陰イオン性高分子 ・・陽イオン性高
分子

・・両性高分子 ・・水溶性高分子

BB41 BB42 BB43 BB44 BB45 BB46 BB47 BB48 BB49

・香料（精油） ・酸 ・塩基（アルカリ） ・ＰＨ調整剤（緩
衝液）

・キレート剤（金属
イオン封鎖剤）

・紫外線吸収剤 ・酸化防止剤 ・殺菌，防腐剤 ・噴射剤

BB51 BB53 BB55 BB60

・皮膚に機能を付
与する剤＊

・毛髪に機能を付与
する剤＊

・口腔に機能を付
与する剤＊

・その他＊

CC CC00 CC01 CC02 CC03 CC04 CC05 CC06 CC07 A61K8/00-
製品の種類 ・一般化粧料 ・皮膚用 ・・基礎化粧料（プレ

メーク，化粧下地を
含む）

・・・化粧水 ・・・乳液，クリー
ム

・・・化粧油 ・・・パック 8/99;

CC11 CC12 CC13 CC14 CC17 CC18 CC19 CC20 A61Q1/00-
・・メーキャップ化
粧料

・・・ファンデーショ
ン（白粉，パウ
ダーを含む）

・・・口紅 ・・・アイメーキャッ
プ

・・制汗，デオドラ
ント（ボディパウ
ダーを含む）

・・脱毛，除毛剤 ・・日焼け止め（サ
ンタンを含む）

・・・虫除け 11/02;

CC21 CC22 CC23 CC24 CC25 CC28 CC29 15/00-
・・ひげそり用化
粧料

・・身体の清浄用 ・・・洗浄剤（洗顔料，
ボディ洗浄剤）

・・・清浄剤（清拭
剤）

・・浴用剤 ・爪用 ・・除去液（リムー
バー） 99/00

CC31 CC32 CC33 CC34 CC35 CC36 CC37 CC38 CC39

・毛髪用，頭皮用 ・・整髪料（セット
料）

・・ヘアトリートメント，
コンディショニング

・・パーマ剤
（ウェーブ剤）

・・脱色剤（ブリー
チ剤）

・・染毛剤 ・・養毛，育毛，発
毛剤

・・シャンプー ・・リンス

CC41 CC42 CC50

・口腔，歯科 ・・義歯洗浄剤 ・その他

DD DD00 DD01 DD02 DD04 DD05 DD06 DD08

製品の形態 ・透明（半透明） ・白濁（パール，ラ
スターも含む）

・多色（模様入り
含む）

・多層（相） ・多剤 ・エアゾール（スプ
レー，フォームも
含む）

DD11 DD12 DD14 DD15 DD16 DD17 JPI

・スティック状（棒
状，ペンシル状）

・シート状（フィル
ムも含む）

・カプセル ・錠剤 ・顆粒（粒状） ・粉末（パウダー） ・日本特許情報

DD21 DD22 DD23 JPI DD25 DD27 DD28 DD30

・固型状物 ・半固型状物
（ペースト）

・液状物 ・日本特許情報 ・気体 ・水系 ・非水系 ・油系

DD31 DD32 DD33 DD34 DD35 DD38 DD39

・乳化系（クリー
ム状，乳液状）

・・Ｗ／Ｏ ・・Ｏ／Ｗ ・・多層乳化
（Ｗ／Ｏ／Ｗ，
Ｏ／Ｗ／Ｏ）

・・マイクロエマル
ジョン

・可溶化系 ・分散系

DD41 DD42 DD44 DD45 DD47 DD48 DD50

・ゲル ・ゾル ・液晶（ラメラ，ヘ
キサゴナル，
キュービック）

・リポソーム ・包装，容器 ・・溶出性袋 ・その他＊

EE EE00 EE01 EE03 EE05 EE06 EE07 EE09 EE10

効果 ・安定性に関する
もの

・品質に関するもの ・使用性に関する
もの

・・感覚的な使用
性

・・物性的な使用
特性

・安全性に関する
もの

・・皮膚の安全性

EE11 EE12 EE13 EE14 EE16 EE17 EE18

・皮膚，頭皮に対
する効果

・・皮膚，頭皮の
保護，賦活

・・皮膚，頭皮の治癒 ・・・にきび治療 ・・美白（チロシ
ナーゼ阻害，メラ
ニン抑制）

・・日焼け防止
（サンタンも含む）

・・消臭，防臭

EE21 EE22 EE23 EE24 EE25 EE26 EE27 EE28 EE29 JPI

・毛髪に特有の効
果

・・養毛（育毛，発
毛，脱毛防止）

・・フケ防止 ・・白髪防止 ・・カール効果，
カール保持
（ウェーブ付与）

・・染毛 ・・脱色（ブリー
チ）

・・状態を整える
効果（コンディショ
ニング）

・・毛髪保護（損
傷防止，枝毛防
止）

EE31 EE32 EE33 EE34 EE35 EE36 EE37 EE38

・口腔歯用に特有
の効果

・・虫歯予防（う触
予防，再石灰化）

・・歯周疾患防止（歯
肉炎予防，止血効
果）

・・口臭防止 ・・美白（ヤニ除
去，研磨力，清浄
力）

・・歯垢防止（プ
ラーク除去）

・・歯石防止 ・・知覚過敏

EE41 EE42 EE50

・入浴用に特有の
効果

・・薬湯効果 ・その他＊

FF FF00 FF01 FF04 FF05 FF06 FF07 FF10

製造方法，装
置

・原材料の製造
方法，装置

・製品の製造方
法，装置の特徴

・・混合，乳化，粉
砕

・・充填，成型 ・・減菌，殺菌，消
毒工程

・その他

KK KK00 KK01 KK02 KK03 A61K8/00-
香料用の製剤
または添加剤

・香料組成物 ・・香料成分に特
徴のあるもの

・・香料の担体、保留
剤に特徴のあるもの 8/99;

KK11 KK12 KK13 JPI A61Q13/00-
・線香；その関連
物（例．香袋、薫
香）

・・線香 ・・線香の製造法又
は装置 13/00,202

JPI

http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=20&dep=3&sec=4C&cls=083&scls=&mgrp=&idx=&sgrp=&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4C083&gamen1=2
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4C083&gamen1=2
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4C083&gamen1=2
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4C083&gamen1=2
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00
http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=A&cls=61&scls=K&mgrp=8&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=A61K8/00


日本特許情報


